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FEATURE STORY 1

宮城県石巻市牡鹿半島狐崎浜。震災後に再開した定置網漁船が朝焼けに光る（写真＝福地 波宇郎）

竹
の
イ
ノ
ベ

竹
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

「
復
興
を
実
感
」21
％
だ
け

「
船
は
戻
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
今

は
と
に
か
く
人
手
が
足
り
な
い
。

収
入
は
、
ま
だ
震
災
前
の
６
割
程

度
だ
」

　

宮
城
県
石
巻
市
で
ワ
カ
メ
養
殖

を
営
む
60
代
の
漁
師
が
語
る
。
被

災
沿
岸
部
で
は
町
を
高
台
造
成
し

て
い
る
が
、
住
め
る
よ
う
に
な
る

ま
で
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
そ
の

間
に
、
仙
台
な
ど
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
が
進
み
、
過
疎
高
齢
化
が

さ
ら
に
加
速
し
た
。

　

震
災
後
、
東
北
に
魅
せ
ら
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
移
住
し
た
人

も
い
る
。
千
葉
県
に
住
む
大
学
４

年
生
の
伊
藤
穣
さ
ん
は
漁
業
体
験

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
う
中
で
そ

の
仕
事
ぶ
り
に
感
銘
を
受
け
、
石

巻
の
漁
師
が
個
人
経
営
す
る
会
社

に
新
卒
就
職
を
決
め
た
。

「
宮
城
の
美
味
し
い
も
の
、
そ
れ

を
作
っ
て
い
る
人
に
感
動
し
て
、

同
年
代
の
若
者
に
も
知
ら
せ
た
く

な
っ
た
。
石
巻
で
働
く
こ
と
で
復

興
の
手
助
け
に
な
れ
ば
」 企業・NPOの協働

「第２ステージ」へ　

だ
が
、
全
体
的
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
は
減
少
し
、
報
道
も

減
っ
て
い
る
。

「
毎
年
３
月
は
取
材
が
い
っ
ぱ
い

く
る
け
ど
、
11
日
を
過
ぎ
る
と

ぱ
っ
た
り
静
か
に
な
る
よ
」。
取

材
中
、
漁
師
か
ら
受
け
た
一
言
が

心
に
突
き
刺
さ
る
。

◆

「
３
・
11
」
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
今
も
な
お
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

被
災
者
は
、
福
島
・
宮
城
・
岩
手

の
３
県
で
約
６
万
人
、
避
難
者
は

全
国
で
約
18
万
人
も
い
る
。
仮
設

住
宅
で
発
生
し
た
孤
独
死
は
、
５

年
間
で
２
０
０
件
を
超
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
比
べ
て
、
仮
設
住

宅
か
ら
の
移
転
が
進
ん
で
い
な

い
。
阪
神
・
淡
路
で
は
、
震
災
後

約
５
年
で
仮
設
住
宅
入
居
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
が
、
東
北

３
県
で
は
、
い
ま
だ
ピ
ー
ク
時
の

６
割
以
上
が
仮
設
住
宅
に
住
ん
で

い
る（
グ
ラ
フ
下
）。

　

福
島
民
報
社
と
福
島
テ
レ
ビ
の

県
民
世
論
調
査（
２
０
１
６
年
３

月
５
日
実
施
）
に
よ
る
と
、
福
島

県
内
で「
復
興
を
実
感
し
て
い
る
」

と
の
回
答
は
21
・
８
％
に
と
ど

ま
っ
た
。「
県
内
の
現
状
が
国
民

に
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思

う
か
」に
対
し
て
は
、「
理
解
さ
れ

て
い
る
」の
6.1
％
を
大
幅
に
上
回

り
、「
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
が

73
・
２
％
に
上
っ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
３
県
の
被
災
者
や
原
発
事
故
の

避
難
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
復
興
状
況
に
つ
い

て「
想
定
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
」、

ま
た
は「
進
ん
で
い
る
実
感
が
持

て
な
い
」と
い
う
回
答
が
８
割
に

上
っ
た
。「
復
興
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
実
感
が
持
て
な
い
」と
い

う
回
答
は
岩
手
・
宮
城
で
は
18
％

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
福
島
で
は

50
％
と
３
倍
近
い
。

「
東
北
の
復
興
は
進
ん
で
い
る
の

か
」「
い
ま
で
も
支
援
は
必
要
な

の
か
」。
他
地
域
は
東
北
の
現
状

を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。

被
災
地
の
現
状
を
デ
ー
タ
に

　

地
域
創
造
基
金
さ
な
ぶ
り（
仙

台
市
）の
鈴
木
祐
司
事
務
局
長
は
、

「
地
域
外
の
方
に
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
地
域
の『
状
況
』と

『
課
題
』が
見
え
づ
ら
く
な
っ
た
。

次
の
５
年
を
考
え
る
う
え
で
、
こ

れ
ま
で
の
５
年
の
進
捗
と
現
状
を

デ
ー
タ
で
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

だ
ろ
う
」と
指
摘
す
る
。

　

さ
な
ぶ
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
持
つ
東
北
３
県
の
デ
ー
タ

を
整
理
し
、
発
信
す
る「
と
う
ほ

く
復
興
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
２
０
１
４
年
１
月
に
立
ち
上

げ
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

鈴
木
事
務
局
長
は
、「
東
日
本

　東日本大震災から５年が経った。多くの企業が被
災地に入り、NGO／NPOとの協働で多くの社会
的課題解決に取り組んだ。一方で、支援活動が長期
化するなかで、支援ニーズも多様になり、再出発を
余儀なくされる事例も少なくない。企業やNPOは
「傷んだ地域」をどこまで再生できるのか。その成果
を待っているのは東北だけではない。

5年後からの復興支援

5年後からの復興支援

（副編集長・吉田 広子、編集部・佐藤 理来、斉藤 円華、松島 香織、
 写真：福地 波宇郎）

戸数

5000
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10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

宮城・仮設
宮城・再建

福島・仮設
福島・再建

岩手・仮設
岩手・再建

阪神・淡路大震災に比べ、住宅再建は２年の遅れ

入居戸数
公営住宅供給戸数（　　）阪神・淡路

大震災

東北３県の実線（仮設）は、応急仮設住宅、みなし仮設（民間賃貸・公営住宅）の合計入居者数。
点線（再建）は、災害公営住宅および民間住宅用地の合計戸数を示す

阪神・淡路大震災=1995年１月17日／東日本大震災＝2011年３月11日

１年
年数

2年 3年 4年 5年

公
益
財
団
法
人
地
域
創
造
基
金
さ
な
ぶ
り「
と
う
ほ
く
復
興
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５
」収
録
図
、

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係
る
応
急
仮
設
住
宅
の
記
録
』、
復
興
庁
発
表
デ
ー
タ
を
基
に
編
集
部
で
作
成
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